


◆橋梁補修設計項目

１．設計準備・計画 ２.調査業務 ３.対策工設計 ４．設計協議
　①業務計画 　①現地詳細調査（調査計画、現地計測（桁かかり長等）、現場監理（詳細調査）、調査結果とりまとめ） 　橋座拡幅設計（橋台部）A1を対象 　打合せ協議（４回）
　②現地踏査 　②鉄筋探査（橋台増打ち部：7.7m×1m×1箇所、橋脚増打ち部：8.7m×1m×6箇所)：鉄筋の有無、ピッチ等 　橋座拡幅設計（橋脚部）P1～P3を対象
  ③一般図作成（現地計測による復元） 　③コア採取（φ50×100×7箇所）：橋台：1箇所、橋脚：6箇所　コンクリートの状態、中性化・圧縮試験用 　施工計画 ※支承取替設計は当初見込まない(調査結果を踏まえて要相談)
　④関係機関協議（警察署、河川協議） 　④はつり調査（0.2m×0.2m×7箇所)：鉄筋径、かぶり、鋼材腐食状況 　概算工事費

　⑤圧縮強度試験（一軸圧縮：7箇所）：母体コンクリートの健全性 ◆橋梁点検車（MOOG)
　⑥中性化深さ（はつり、コア）：劣化要因

　地上（徒歩） ⇒ Ａ１を対象、橋梁点検車：モグ（MB170） ⇒ Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３を対象
　交通規制材等
　交通誘導員

◆調査位置及び調査方法

◆橋梁諸元

塩害調査は、下表（赤枠）から該当しないため除外する。

Ｐ４橋脚：炭素繊維補強状況 Ａ２橋台：炭素繊維補強状況

南本町橋（ふれあい橋）における調査・補修設計について

◆Ｐ４、Ａ２の補修状況


